









Current Situation and Problems of Information Literacy 




























                                                   













図 1 社会人基礎力の全体像 
 
社会人基礎力は、経済産業省が 2006年に提唱し、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チ













































































出典：堤（2005）, 横井（2012）, 河西（2017）をもとに筆者作成。 
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